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医療機関は公費負担が大きく個人負担はほとんどない public と，自由診療を行っている private の２つに
分けられます。Public では４時間を超えるような長い待ち時間が問題となっていました。
海外臨床実習報告書
































Cardiology では，Ward Work の時間に学生が沢山の患者
を「Top to Bottom（頭からつま先まで）」で系統的に診察
していました。Bed side teaching の時間は実際患者さんの
ベッドに皆で行き，学生が予めとってある問診や所見を述




Lecturer の熱心な feedback と学生の病棟での経験の積み重ねの下で熟練していると感じました。
・Clinic（KK TAMAN EHSAN，KK SUNGAI BULOH）での実習
Consulting Patients (Supervised by Lecturers)，Sitting in with FMS or MO in the General Clinic,
Maternal & Child Health Clinic, Treatment Room, Pharmacy の５部門を体験。
・Selayang Hospital での seminar
・Selayang Hospital での実習









湿疹に悩まされた際も，相談して primary care の Dr.に診て
無料で薬を処方して頂きました。
週末のマラッカ＆プトラジャヤ観光







































know unless you're looking for it. というものがあります。問診から鑑別を考え，得られるだろう所見を想
像して探すことと，マレーシアの学生さんのように日頃から訓練を行うことの２点を習得出来るように今後
頑張っていきたいと思いました。
また実習以外でも，宗教観や，マレーシアで出会った，親しみやすく助け合いの精神が豊かな人々から学
ぶことが多くありました。行く前は実習中の英語に関して不安がありましたが，現地でのコミュニケーショ
ンは想像以上にとても楽しいものでした。それも第一には，私達に関心を持ちいつも温かく歓迎してくれた
学生と先生方のお陰だと思います。
この実習は自分の人生の中でも本当に貴重な経験になりました。得られるものはとても大きいので，是非
後輩の皆さんにも今後Advanced で選択されることをお勧めしたいです。
最後になりましたが，このような機会を与えてくださり，親身にスケジュールの調整や相談にのって下
さった山城教授と Prof.Samyにとても感謝しています。どうも有難うございました。
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